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元年度 63年度 元年度 63年度
3.9 3.9 3. 7 3.9 
6.3 6.4 5. 9 5.8 
5.8 5.9 6. 7 8.1 
4. 7 5.0 7. 3 7 .6 
3.5 3.2 11.3 12. l 
1.0 l.l 13.8 9.1 
2.9 1.4 9.2 4 .0 
0.1 0.03 66. 7 。
4 6 4 4 15.0 10.5 
3. 7 3.6 7.6 9.9 
8.2 6.4 4. 7 4 .9
2.0 1.9 2.2 2.4 
2.6 2.4 2.5 3 .6 
















































































































































!J授業以外 397 76.6% 
ロ授業中 49 阪傷後警富女子 図授業以外 132 72.9% 
口授業中 170 



















ボール40.8% （前回52.1% ), 
図6-1 運動種別災害発生状況
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人数百 人数 % 
26 19. 7 36 7、6
29 21.9 62 13.0 
2 I. 5 97 20.4 
40 8.4 
7 5.3 10 2.1 
1 0.2 
2 1.5 2 0.4 
3 2.3 5 1.0 
0.2 
2 1.5 7 1.5 
30 6.3 
0.2 
I 0.8 4 0.8 
11 8.3 32 6. 7 
7 5.3 17 3.6 
IO 7 .6 34 7.1 
5 3.8 23 4.8 
2 0.4 
9 6.8 18 3.8 
9 6.8 24 5.0 
I 0.8 1 0.2 
4 0.8 
8 6.1 26 5.5 










は，大腿41.7% （前回41.3%）膝25.6% （前回30.5%），足関節目.4% （前回17%）の順で，
足関節で若干の増がみられた。女子では，膝35.9% （前回43.8%）足関節31.4% (26%），大
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腿部24%(19. 2%），と前回との順位は変わらないが，足関節と大腿部に共に増加がみられた。
上肢では，図8-2に示す通りであるが，男女共，前回より減少している。内訳でみると，男
子では，前腕25.7% （前回31.1% ）肩部23.6% （前回25.5%），上腕21.5% （前回23.1%），手
図8-1 けがの部位下肢（全体） 図8-2 けがの部位 上肢（全体）
（単位%）










図8-3 けがの部位体幹部（全体） 図8-4 けがの部位頭頚部全体
男子｜
女子｜ 42. 9 
百十
指20.4%（前回18.4%），肘8.9% （同2%）の順で変わりはないが，肘，手指の受傷が多くなっ





別にみると，図8-4，男子では，頭部41.3 % （同40.2%），顔面17.4% （同23.5%），目14.7% 





様に感ずる。体幹部では，図8-3に示すとおりであるが，全体的には， 腰部70%（同73.6% ), 
腹部8.9% （同5.7%），瞥部・陰部7.8%（同6.6%），背部8%等で，男子に比し女子では，腰








28% （同30.5%），打撲5.9% （同 （単位 ：%）
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51. 7%, 33. 9%より増加している。 i!fil眼球損傷国その他


























休憩時， 昼休み時に21.6% （前回17%）， 登校時8.3% （同6.4%），放課後7.8%（同8.6%）等々
で，休憩時や登下校時には増加していた。男女別では，男子では，休憩時，昼休み時に24.7% 
（同18.6%）， 登下校7.1%（同5.3%），放課後8.1%（同9.1%）で，女子ではそれぞれ12.1%
（同12.2%),12.1% （同9.6%),6.8% （同7.1% ）で，双方共に，前者に増加していた。こ
れらの発生場所は，順位でみると，道路上，体育施設，教室，廊下，階段等で，前回と同様で
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オ） 1 3時～ 15時ウ） 1 0時～ 12時工）昼休み
③学校生活の中で、生徒聞に目立つ外傷等がありますか。 ， 
例）ふざ問、、不注意によるケガ等 7)ある のな、口｜ある喝合具体例：
4.下記の中から、生徒に見られる特徴を男女別に3つ選んで下さい。
7)体格がよくなっているの体力がないり動作が緩慢工〉疲れやすい
②利用の多い時間帯は
7)授業前イ） 1 0時前
ね運動系クラプにはいる
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カ）姿勢が悪い口
? ?
5一学校体育健康センヲーへの申請数は外科系で附あましたか 日
一一一 ご協力、ありがとうご7ざいました．
